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  第１９７９回   令和１年１２月１８日 （水） 

本 日 の 行 事   ニ コ Ｂ Ｏ Ｘ に つ い て
2019－20年度       和田良一会長          

幹事報告         島崎秀樹幹事 

＊ガバナー事務所より 

・国際大会 ガバナーナイトのご案内 

＊ガバナーエレクト事務所より 

・次年度会長幹事、クラブ研修リーダー 氏名確

認依頼 

＊地区事務所より 

・１１月増強状況報告 

＊米山記念奨学会より ハイライトよねやま 

＊郡上市かるた大会事務局より礼状と報告書 

＊中日新聞社より 日展の宣伝協力と前売り券特

別販売の案内
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第１９７７回例会 

会長挨拶                          2019－20年度 和田良一会長 

今晩は。本日は兼定さんには夜分お越しいただきありがとうございます。 

兼定さんにたっぷりお話をしていただきたいと思いますので、短めにしたいと思います。 

僕も子供の頃ときめいたことを思い出し、僕の勝手ではありますが、出来たら 1カ所ではなく大和、白鳥、

高鷲のエリアで出来ればと思っています。皆さんの意見も聞かせて頂きたいと思います。メンバーが 3～4

人ずつ出ていただければ出来るような気も致しますので、よろしくお願い致します。 

外来卓話 ～～くむんだーについて～～         くむんだー郡上代表 兼定裕嗣様                     

皆さん今晩は。私はご紹介いただきました くむんだー郡上代表の兼定と申

します。八幡町吉野在住で大工をしております。大工になって 27年になります。

世の中では伝統工法という呼び方をしていますが、昔の木と土と竹と紙だけで

家を作ることをしています。現代の工法の仕事もしていますが、昔ながらの伝

統を守っていきたいと思っています。 

今日はくむんだーの説明をするにあたって、現物を見ていただき、現物に触

れていただくのが一番分かりやすいと思います。くむんだーというものがどう

いうものか、体で感じていただければと思います。 

くむんだーの事を説明させて頂きます。皆様のお手元にくむんだー郡上の資

料があるかと思いますが、くむんだー郡上の事を分かっていただくために作った資料です。くむんだーは杉

で作ったジャングルジムです。今日持ってきたくむんだーは郡上産の杉で作ってあります。今年は岐阜県郡

上市内、4 月にはフランスでも実演し、合計 7 回のワークショップをさせて頂きました。ワークショップ内

で、子供たちには木の素晴らしさ、心地よさを何より分かってもらいたいと云う事なんです。くむんだーを

組み立てる時、触って手触りや杉材ですので香りや色、くさびを打つときの音を子供たちの五感で持って感

じてもらいたいという思いで活動をしています。最近木育と言われていますが、木に触れていただき、山を

環境全体の学習をしてもらう目的もあります。子供たちには楽しんで木に触れてもらうのが一番ですが、私

が一番目的にしているのは、資料に書いてありますが、30％とは日本の木材の自給率なんです。郡上市は面

積の 90％が森林で、岐阜は 85％で全国でも森林率が 2位で、郡上市はそれより上です。日本全体を見ると、

木材の自給率が 30％で、残りの 70％は海外からの輸入に頼っていると云う事です。戦時中に資源の木を伐り

つくしてしまったんです。昭和 30年代には建築や燃料に木を切って消費していました。白鳥でお生まれの人

は、北部から材木を切って出していたことはご存じかと思いますが、最近は家を新築するにも米松を使った

りしています。一番使うのは建築です。昔は間伐材や細い木でも垂木に使ったり、工事現場の足場に使った

り、木の使い道はいくらでもあったんですが、今は逆です。間伐した木は使い道がなく山でそのまま放置す

るとか、補助金で山の手入れはされていますが、郡上の山も荒廃しつつあります。外国から材木を船で運ん



でくるんですが、運ぶ過程でものすごいエネルギーを使っています。最近の材木の乾燥は人工乾燥剤ですが、

製材所で出たおがくずなどを燃やして熱源にすることもありますが、石油だとか電気だとかで資源をかなり

使って木を乾燥させる。今までで日本が培ってきた材木を乾燥させる技術だとか大工の技術も入りますが、

時代に追われる形で本来の材木の良さや、山の大切さなどが置きざりになって、経済優先になって物事が進

んでいる気がします。 

いま日本で作られている住宅の平均寿命は平均 25年位で、1世代で建て替えるのが現状です。米松は直径が

1ｍ以上の木で、そこまで育つには 50～100年を費やして育っていますが、日本は平均 25年で家を壊したら

50～100 年経った木を使うと資源がなくなります。これからの時代を担ってくれる子供たちに木の大切さや

環境の大切さを、くむんだー郡上に込めた願いですが、ふる里郡上で産出された木がこんなに素晴らしいん

だと、肌で感じてもらいたいという思いを込めています。 

ＳＤＧs とは国連で採択された開発目標で、世界中の人がＳＤＧｓに沿った活動をしています。国家レベル

で日頃の活動から取り組みを行い、持続可能な社会に貢献していきます。くむんだー郡上もこの活動に接触

的に取り組んでいます。まさに掲げられた目標が、私が日々仕事に取り組む姿勢そのものですし、くむんだ

ー郡上の活動理念そのものでもあります。 

今年 4月にくむんだー郡上は活動を開始し、第 1回はフランスの日本語学校の学園祭で日本建築の展示があ

りフランスの方々に作っていただきました。相生小学校で和釘の授業を 5年間行っており、屋根を掛ける時

に和釘は必要ですが、建物本体は木で組みます。その違いを分かってもらうために始めたのが最初です。今

回は 5年生の授業で行いました。今まで計７回の体験を行いました。来年は美濃の保育園や郡上市内、オー

ストラリアからも声を掛けていただいています。韓国からも声を掛けていただき、２月に下見に行っていま

す。郡上長良川クラブさんにも検討していただければと思います。この後体験していただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニコＢＯＸ                         ニコＢＯＸ委員会  井俣愛美君 

和田良一君 くむんだー郡上代表の兼定様、大変お忙しい中をお越し頂きましてありがとうございます。今

夜は卓話よろしくお願いします。12月中旬にしては暖かいです。クリスマスには雪がほしいです。 

美谷添里恵子君 先週の土曜日から悪性の風邪で声が全く出ず、ようやく回復したかと思ったら、昨日から

胃腸障害になり、まだ立ち直っていません、年を感じます。 

藤代君 くむんだー郡上代表 兼定様ようこそ。今日はよろしくお願いします。楽しみに聞かせて頂きます。 

山田君 今日の花はラナンキュラスです。花言葉は「とても魅力的」「晴れやかな魅力」「光輝を放つ」 

山下君 久しぶりに時間に間に合いました。実の所、有休で医者へ行って検診を受けたら、11年前に受けた

手術の先が問題だそうで、中々縁が切れません。というより一生ものでしょうか！頑張れマイハート！ 

三島昭君 本日は体調が悪く、早く帰らせて頂きます。 

山口君 くむんだー体験できるとの事。楽しみです。 

寺田澄男君 原君、昨日はありがとう。早速応募することにしました。兼定様、今晩はお話よろしくお願い

します。正実君、先日はありがとう。 

美谷添生君 今年も暖冬のようです。本日やっとストーブ用の薪を片付けることが出来ました。天気に感謝

です。所用のため、早退します。良い新年を迎えたいものです。 

石徹白君 兼定裕嗣様、ようこそお出で下さいました。卓話よろしくお願いします。 

以下同文 尾村君、三島勲君、羽土君、原君、畑中君、松森君、旭君、宮川君、井俣君 

次回例会予定           

１２月２５日  年次総会              １月 ８日  新年互礼会 

 １月 １日  法定休日              １月１５日  クラブフォーラム 

出席報告                             出席委員会 寺田正実君

 

 会員数 出席者数 欠席者数 補正者数 

第 1977回 ３５名 １７名 １５名 ３名 

第 1978回 ３５名 ２５名 ８名  


